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月完成）を中心に ICT 機器が整備された。具体的には、( 情報演習室、マルチメディア教室、
及び CALL 教室ではない ) 通常教室における電子黒板の設置、授業時の学生へのタブレット
型端末及びノートパソコン配布、六面プロジェクター画面（前面・側面・背面）の使用であ






















　本稿では、2016 年度後期に本学の新 ICT 教室にて筆者が実施した５クラスの授業の履修
者を対象に行ったアンケート調査の結果を基に以下の点について考察する。アンケートには












2016 年度後期に筆者が本学の新 ICT 設備を利用して実施した科目は、以下の通りである。
・ 「英語Ⅱ（中級）」全学共通の Reading を中心とした通年科目（２クラス：金曜 10 名／月
曜 30 名）
・「英語学概論」短大・英語コース 1 年生（35 名）
・「英米文学研究（米文学：小説）」短大・英語コース 2 年生（後期 17 名）
・「卒業セミナー（異文化理解・国際交流）」短大・英語コース 2 年生（通年 23 名）
当初は「卒業セミナー」のみで使用予定だったが、左記科目にて試用の結果、学生の反応が
良かったため、前期 2 週目よりその他の科目を教室変更し、1 科目（CALL 教室で行うリス
ニング）を除いた全ての担当授業で電子黒板とタブレット型端末を使用する運びとなった。












































































































　ICT 設備のない教室（2015 年度）と ICT 設備のある教室（2016 年度）において、全く同
じ内容・方法で 1 年間授業及び試験（英語学概論）を行ったところ、2015 年度の試験平均
（16）
点が 172 点、2016 年度の試験平均点が 178 点という結果が得られた。ICT 設備のある教室
で行った 2016 年度に平均点が 6 点上昇したことから、ICT 設備の使用によって学修効果
（知識・技能の修得）がある程度向上したと考えられる。





















決まって 4 月から ICT 設備を使い始めたため、それまでの授業内容をそのまま活かす形で
全ての授業を行った。ICT 機器はあくまでも授業を補助する道具であり、内容に合わせて
使用方法を決めればよい。テキストやプリント資料については、手作業でスキャンして
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